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庄内セミナーの力――自然のまねびと学び

教養研究センター所長
不破有理（経済学部教授）

　8月の下旬、今年も慶應義塾大学鶴岡タウンキャンパスに社会人 7名を含む参加者 34 名が集合し、

庄内セミナーが始まりました。2008 年に鶴岡セミナーとして出発したこの取り組みですが、昨年に

引き続き、今年も生命を考える機会となりました。今回のテーマ「庄内に学ぶ生命―あらためて生

と死を考える」は心に響くテーマであったようで、事前提出を求めた応募動機には、学生諸君が寄せ

る庄内セミナーへの期待が切実に看取できました。たとえば、生命や死という問題を考える機会がな

いので日常から離れてじっくり考えたいという思いを綴る学生や、東日本大震災を経た今、生と死に

ついて今一度考え直したいと記す学生、震災後、留学中に抱いた漠然とした疑問や日本人としてのア

イデンティティを考えてみたい、あるいは留学をする前に日本の文化や歴史を知りたいと訴える学生

が複数いたこと、また留学生の参加があったことも今回の特徴といえます。

　セミナーは、学生が「生命」という文字を真っ白な紙の中心に書くことから始まります。「生命」

を出発点に自由に発想するマインドマップは枝葉を広げ、自分と向き合い、仲間と語る機会となりま

す。3泊 4日のセミナーでは、場所を変え、周囲の環境を変え、学部・専門が異なる学生や社会人や

教員と共に、年代も異なる初対面の人々と討議をし、寝食を共にする、このような体験は、日常の人

間関係やもろもろの拘束から解き放たれ、本セミナーが掲げる目的のひとつである社交性の涵養にも

なります。社交性とは人との付き合いのみならず、広辞苑の定義にあるように社会を形作ろうとする

人間の特性でもあります。社会に出ていく前の学生の参加者が増えてきたのもこのような趣旨に反応

した結果なのかもしれません。セミナーで聞いた講話の数々とさまざまな体験を経てどのような変容

を遂げるのか、参加者自身も未知なる自分に出会うことになります。参加者同士、マインドマップを

比較し話し合うことで、思いもかけない視点に気づき、自分の考え方を相対化することも学ぶことに

なるのです。

　最終日の慶應義塾大学先端生命科学研究所の見学は本セミナーのまとめとして意義深いものとな

りました。鶴岡という地から生まれた生命の営みが、スパイバーという発明を生み、QMONOS（蜘

蛛の巣）という企業として、地域にそして世界に貢献できる企業に育ちつつありました。クモの糸

のDNA解析から人工的にクモの糸を作り出すことに成功した世界的な発明です。その志はシンプル

にして高邁、「世界に役に立つ」発見をすること。スパイバーは伸縮性と強靭さという相反する性質

を併せ持つ夢の繊維。自然は相反する性質をいともたやすく共存させているのです。人は無から有を

作ることはできません。自然の生命体の構造を徹底的に分析し自然をまねることによって、最先端の

生命科学が実を結びました。真似る（まねる）と学ぶ（まなぶ）は同源であることにあらためて気づ

かされます。修験道が追求することとも通底しているのかもしれません。「修験道は自然との交流に

始原を有する」のであり、修験道の基本は山岳信仰という日本人の心性の基幹に位置するものと固く

結びついていることを山内先生の講義によって学びました。セミナーにおいて修験体験を経ることは、

日本人の心性を羽黒の山を歩き自然と交感する中で内在化させることにもつながるのではないでしょ

うか。昨年の報告書で、山伏姿の学生が羽黒山参道を一列に歩く姿は産道を辿り命を得る様に



近いと記しましたが、今回、改めて、学生の修験体験の記を読み、学生自身が生命の再生を体
感していることを確信しました。羽黒の山に死に装束である白装束を纏い入ることで死を通過
し、滝の冷水に打たれ自然と一体化する中で、身体の内側から熱い生命の力が生じてくるので
す。母胎で生命が結ばれ羊水に漂うがごとく、水の中で育まれていく瞬間を体験したのです。
　庄内セミナーの参加者は庄内の地でじっくりと自己と向き合い、最終日に再度、マインドマップに

向き合います。頭の中に散在していた思いや考えが結びつき、蜘蛛の巣の如く網目状に広がり、スパ

イバーの如く、しなやかに、かつ強固なネットワークと稀有な物質を形成することでしょう。学生そ

れぞれが真っ白な紙に浮き上がらせた生命の網に、個々にとって有機的な意義を見出してくれること

を願っています。

　最後になりましたが、いつも温かく迎えてくださる庄内・鶴岡市のみなさま、鶴岡市にはマイクロ

バスのご手配、懇親会に「だだちゃ豆」アイスクリームの差し入れなど実に細やかな気配りをいただ

き深く御礼申し上げます。また講師をつとめてくださった方々、まず庄内藩の歴史を語ってくださり、

学生の質問に笑顔で丁寧に答えてくださった酒井忠久氏（元庄内藩主酒井家 18 代当主・致道博物館

館長）、即身仏の背景理解の助けとなるハンドアウトを準備くださり出羽三山信仰についてお
話下さった春山進氏、致道館の教学であり福澤諭吉にも影響を与えた徂徠学を綿密な資料と共に熱
くご講義くださった小室正紀先生（慶應義塾大学経済学部教授）、修験道と即身仏信仰から日本人の

自然観について示唆に富む講義をしてくださった山内志朗先生（慶應義塾大学文学部教授）に御礼申

し上げます。毎回、当意即妙な話術で学生の関心を引き付けてくださる注連寺住職の佐藤弘明
氏、致道館見学の折に徂徠学と素読のご指南をくださった富樫恒文氏、そして学生の貴重な映
像記録担当のみならず庄内の地理を掌握する舵取り役慶應義塾出版会の小磯勝人氏、セミナー出発前

から報告書まで全体のロジスティックスを支えてくださる教養研究センターの日水邦昭氏、笑顔でサ

ポートしてくださった新人スタッフ提橋季実子さん。そして質疑応答で盛り上げてくださった塩澤修

平先生（慶應義塾大学経済学部教授）、学生の統括と面白トークで盛り上げる高橋幸吉さん（商学部

准教授）、いつも穏やかな笑顔でさりげなく女子学生の支えとなる井本由紀さん（理工学部専任講師）、

教員スタッフのみなさまにあらためて心より御礼申し上げます。多忙な中、プロジェクトリーダー
として、なによりも学生のために素晴らしいプログラムをまとめてくださった羽田功氏にあら
ためて敬意を表したいと思います。未来先導基金からの助成を得て実施されましたことを謝意
を込めて報告申し上げます。
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謝　辞　―あとがきに代えて―

庄内セミナー・プロジェクトリーダー
羽田　功（経済学部教授）

　第 4 回庄内セミナー開催にあたっては多くの方々のご理解・ご協力を賜りました。とりわけ、鶴岡
市のご理解とご協力がなければ庄内セミナーの開催は考えられません。あらためて心よりお礼を申し
上げたいと思います。
　鶴岡での合宿セミナーでは、セッションの講師を務めていただいた小室正紀先生、山内志朗先生、
酒井忠久先生、春山進先生、山伏体験のご指導をいただいた渡邉雅之氏（山伏名・吉兆）、2 日目に松ヶ
岡本陣で美味しい昼食をご用意くださった酒井忠順氏（松岡物産株式会社社長）、軽妙洒脱なお話を
してくださった注連寺住職の佐藤弘明氏、荘内論語の素読をご指導くださった富樫恒文氏（庄内藩校
致道館統括文化財保護指導員）、セミナーを通じてプログラムの多くに付き添ってくださった五十嵐
展氏をはじとめとする鶴岡市役所の関係者の皆さま、宿泊・食事・講演セッションの快適な環境作り
にご尽力いただいた休暇村・羽黒のスタッフの皆さま、いつもながら取材・記事掲載を通してセミナー
を広く報じてくださった荘内日報社と山形新聞社にも感謝申し上げます。
　さらに慶應義塾・日吉キャンパスでのセミナー関連企画にご協力くださった山形県庄内観光コン
ベンション協会、庄内コーポレーション株式会社・庄内観光物産館ふるさと本舗、大学生協（日吉）、
日吉メディアセンター・日吉図書館の関係者の皆様にもお礼を申し上げます。
　最後になりますが、またいささか手前味噌ではありますが、今回のセミナーがさまざまな成果と共
に無事に終了できた何よりの功績は、セミナーの多様な課題に真摯に取り組んでくれた 34 名の参加
者の姿勢にあると思います。ただ参加するだのではなく、自分たちの手でセミナーを作り上げてほし
い、とのセミナー・スタッフの要望に皆がみごとに応えてくれたと思います。
　セミナー・スタッフも、庄内セミナーが新たな体験・体感型の「学び」の場としてより大きな力を
発揮できるよう、今後ともできるだけの努力を払っていくつもりおりますので、これまで以上のご理
解・ご協力を賜りますようお願い申し上げまして、皆さまへの謝辞にかえさせていただきます。あり
がとうございました。
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